
１日奈久住民自治会広報紙 おがまち日奈久ニュース 平成３０年２月号 第１０２号

インターネットで「おがまち日奈久ニュース」を検索すれば見ることができます。日奈久の話題・情報をお知らせください。 住民自治会への問い合わせも 日奈久コミュニティセンター 38-2390

2日(金) 日奈久中学校立志式

3日(土) 第15回日奈久校区ふれあい祭

10日(土) 第9回ひなぐ雛祭りオープニング

11日(日)～3月4日(日) ひなぐ雛手作り体験

15日(木) 福祉座談会

タウンミーティング

25日(日) ひなぐ雛祭りメインイベント

住民自治会関係会議

会場：日奈久コミュニティセンター

1日(木) ひなぐ雛祭り実行委員会 19:00～

13日(火) 市政協力員定例会 13:30～

15日(木) 運営委員会 17:00～

19日(月) 広報部会 19:00 ～

２月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成30年2月号
（第102号）

発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（ 12月末 現 在）

男 1239人
女 1530人
計 2769人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

香典返しのお礼
12月にご逝去された村上初喜様(新田町)の

ご遺族村上眞治様から、香典返しとして日奈

久住民自治課へご寄付をいただきました。お

礼を申し上げますと共に、ご冥福をお祈り致

します。

元
日
、
６
町
内
が
参
加
し
て
日
奈
久
中

学
校
周
辺
10
区
12
・
８
km
で
熱
い
レ
ー
ス

が
展
開
さ
れ
、
大
坪
町
が
後
半
か
ら
の
強

み
を
見
せ
て
優
勝
し
ま
し
た
。

(

主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会
、
主
管

日

奈
久
体
育
協
会･

陸
上
競
技
部
）

◆
成
績

優
勝
大
坪
町
46
分
11
秒
、
２
位

塩
南
町
46
分
45
秒
、
３
位
塩
北
・
新
開
町

49
分
56
秒
、
４
位
新
田
町
、
５
位
竹
之
内

町
、
６
位
山
下
町

◆
区
間
賞

１
区
な
し
（
未
就
学
児
童
）

２
区(

小
学
女)

上
原
礼(

塩
北･

新
開)

３

区(

小
学
男)

山
本
る
か(

塩
北
・
新
開)

４
区(

女
高
校
以
上)

廣
瀬
理
奈(

塩
北･

新
開)

５
区
（
中
学
男)

本
田
り
く
と(

新

田)

６
区(

中
学
女)

平
野
名
花(

塩
南)

７

区(

31
～
40
才)

丸
尾
真
一(

大
坪)

８
区

(

フ
リ
ー)

中
山
陽(

竹
之
内)

９
区(

19
～

30
才)

堀
端
良
行(

塩
南)

10
区(

41
才
～)

木
森
孝
徳(

大
坪)

（
敬
称
略
）

１
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関

係
の
皆
様
方
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
確
認
が
不
十
分
で
し
た
。

訂
正
し
て
謹
ん
で
お
詫
び
致
し
ま
す
。

(1)
Ｊ
Ｒ
Ａ
ウ
イ
ン
ズ
八
代
か
ら
の
寄
贈

で
テ
ー
ブ
ル
の
寄
贈
を
受
け
た
の
は

「
山
下
町
」
で
し
た
。

(2)
い
こ
い
の
広
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
点
灯
期
間
は
「
１
月
４
日(

木)

ま

で
」
で
し
た
。

(3)
12
月
号
広
告
で
ひ
ふ
み
館
の
運
営
は

「
Ｊ
Ａ
女
性
部
」
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

訂

正

み
な
さ
ん

お
出
で
な
さ
り
ま
っ
せ
！

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
販
売
、
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
み
で
す
！

第
15
回
日
奈
久
校
区
ふ
れ
あ
い
祭

２
月
３
日(

土)

第
15
回
を
迎
え
る
日
奈
久
校
区
ふ
れ
あ

い
祭
は
２
月
３
日(

土)

に
日
奈
久
ゆ
め
倉

庫
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
奈
久
校
区
の
住

民
み
な
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
楽
し
く
ふ
れ

あ
い
交
流
を
深
め
合
お
う
と
、
住
民
自
治

会
が
主
催
し
て
開
催
し
ま
す
。
（
主
管:

ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会)

ス
テ
ー
ジ
発
表

９
時
30
分
開
会

最
初
は
日
奈
久
小
２
年
生
の
合
唱
。
そ

の
後
は
、
太
極
拳
、
日
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
リ
ズ
ム
体
操
、
合
唱
な
ど
、

そ
し
て
最
後
は
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
い
歌
を
歌
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
終
わ
る
と
、
11
時
15

分
頃
か
ら
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。 昨年のふれあい祭から

会
場
壁
面
に
は
子
供
た
ち
の
人
権
作
品

や
書
友
会
の
書
道
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ゆ
め
倉
庫
駐
車
場
等
で
は
、
婦
人
会
の

バ
ザ
ー
、
ひ
ふ
み
館
の
朝
市
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
無
料
配
布
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

ゆ
め
倉
庫
駐
車
場
は
車
の
利
用
が
で
き

ま
せ
ん
。
駐
車
場
は
東
町
ひ
ろ
ば
（
ひ
ら

や
ホ
テ
ル
前
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

月
を
想
う

春
を
待
つ

第
９
回
ひ
な
ぐ
雛
祭
り

お
楽
し
み
に
！

２
月
10
日(

土)

～
３
月
４
日(

日)

期
間
中
は
日
奈
久
温
泉
街
の
各
旅
館

や
旧
八
代
屋
旅
館
、
織
屋
、
日
奈
久
ゆ

め
倉
庫
な
ど
に
雛
人
形
な
ど
を
展
示
。

土
、
日
曜
日
は
ひ
な
ぐ
雛
手
作
り
体
験

を
開
催
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
の
楽
し
さ
と
優
雅
な
絵
巻
物
の
よ
う

な
美
し
さ
を
お
届
け
し
ま
す
。

旅
館
や
ば
ん
ぺ
い
湯
、
ゆ
め
倉
庫
、

日
奈
久
温
泉
駅
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

で
は
ス
テ
キ
な
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

主
催:

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管:

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
実
行
委
員
会

２
月
10
日
（
土
）
午
後
３
時
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・雛
迎
え
の
儀

秀
岳
館
OB｢

真
紅
舞｣

太
鼓
演
奏
や

「
そ
が
み
ま
こ
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
城
下
町
や
つ
し
ろ
の
お
雛
祭
り
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ(

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド)

で

Ｐ
Ｒ
し
た
あ
と
、
午
後
３
時
か
ら
日
奈

久
で
雛
迎
え
の
儀
な
ど
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に
行
い
ま
す
。

◆
午
後
３
時
～

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前

秀
岳
館
Ｏ
Ｂ
「
真
紅
舞
」
太
鼓
演
奏

竹
の
館
前
で
「
雛
迎
え
の
儀
」

そ
の
後
、
駕
籠
に
乗
っ
た
ひ
な
ぐ
か
ぐ

や
姫
の
行
列
が
ゆ
め
倉
庫
へ
向
か
い
ま
す
。

◆
午
後
４
時
ご
ろ(

予
定)

～

ゆ
め
倉
庫(

入
場
無
料)

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

そ
が
み
ま
こ
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は

ひ
な
ぐ
雛
手
作
り
体
験

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

新
し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ひ
な
ぐ
雛
人

形
、
子
供
で
も
楽
し
く
作
れ
ま
す
。

◆
開
催
日
時

２
月
11
日(

日)

、
17
日(
土)

、
18
日

(

日)

、
24
日(

土)

、
25
日(

日)
、
３
月

３
日(

土)

、
４
日(

日)

の
７
回

◆
時
間

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

◆
体
験
料

１
０
０
０
円

２
月
25
日(

日)

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

◆
日
奈
久
う
ま
か
も
ん
市

10
時
30
分
～
15
時

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前
広
場

日
奈
久
の
お
い
し
さ
を
販
売

18
時
～
19
時
30
分
頃

雛
送
り
の
儀

乙
女
に
成
長
し
た
日
奈
久
か
ぐ
や
姫

と
感
謝
の
心
が
通
い
合
い
ま
す
。

・
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

・
母
か
ら
娘
へ
、
娘
か
ら
母
へ

「
あ
り
が
と
う
」
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
「
雛
送
り
の
儀
」

・
ひ
な
ぐ
か
ぐ
や
姫
一
行
の
行
列

三
人
官
女
ら
を
伴
っ
て
竹
灯
り
の

道
を
日
奈
久
港
へ
進
み
ま
す
。

・
月
へ
の
願
い
事
の
焚
き
上
げ

・
港
か
ら
舟
へ
、
そ
し
て
月
へ

水
面
に
舟
の
灯
り
が
映
え
、
幻
想
的

な
中
を
日
奈
久
か
ぐ
や
姫
は
月
へ･･

(

雨
天
時
は
ゆ
め
倉
庫
で
行
い
ま
す
。)

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
関
係
の
お
問
合
せ
は

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所
へ

電
話

０
９
６
５
（
38
）
０
２
６
７

１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営
委
員
会

の
協
議
内
容
か
ら
、
記
事
に
し
な
か
っ
た

主
な
こ
と
が
ら
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
町
内
連
絡
委
員
会

熊
本
地
震
で
倒
壊
し
た
益
城
町
津
森
の

「
津
森
小
海
難
慰
霊
塔
」
再
建
記
念
式
典

（
１
月
27
日(

土)

）
に
市
政
協
力
員
お
よ

び
関
係
者
の
皆
さ
ん
計
８
名
で
参
加
予
定
。

〇
企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会

12
月
31
日
「
火
流
の
彩
」
の
点
火
は
多

く
の
人
の
協
力
を
得
て
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

た
。
出
来
映
え
の
評
判
は
よ
か
っ
た
。

〇
事
務
局

(

１)

小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
の
社
会
体
育
へ

の
移
行
に
向
け
た
経
過
報
告
が
１
月
16
日

に
開
催
さ
れ
る
。

(

２)

市
役
所
市
民
活
動
政
策
課
が
４
月
１

日
採
用
の
事
務
職
員
（
非
常
勤
）
３
名
を

募
集
し
て
い
る
。
問
合
せ
は
同
課
へ

詐
欺
に
ご
注
意
！

あ
な
た
は
狙
わ
れ
て
い
る
か
も

大
坪
町
が
優
勝

第
47
回
町
内
駅
伝
競
走
大
会

優勝した大坪町チーム

◆
日
奈
久
温
泉
お
か
み
カ
フ
ェ

11
時
～

特
設
会
場
（
柳
屋
旅
館
向
か
い
店
舗
）

料
金

５
０
０
円

売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。

◆
古
布
市

10
時
～
15
時

温
泉
セ
ン
タ
ー
前

◆
雛
ぜ
ん
ざ
い

３
回

各
80
食
販
売

10
時
30
分
～
11
時
30
分
～
12
時
30
分
～

温
泉
セ
ン
タ
ー
前

１
０
０
円

◆
路
地
裏
春
探
し

13
時
～

温
泉
セ
ン
タ
ー
前
集
合

１
０
０
円

日
奈
久
の
路
地
裏
は
お
も
し
ろ
い

福
祉
座
談
会
の
ご
案
内

◆
日
時

２
月
15
日(

木)

13:

30
～

◆
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
座
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
参
加
対
象
者
は
ふ
れ
あ
い
委
員
、

市
政
協
力
員
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
、

福
祉
協
議
会
役
員
の
皆
さ
ん

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ご
案
内

◆
日
時

２
月
15
日(

木)

19:

00
～

◆
会
場

日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
誰
が
ど
ん
な
役
割
を
担
い
、
ど
ん
な

方
法
で
取
り
組
む
か
の
ル
ー
ル(

条
例)

に

つ
い
て
八
代
市
が
行
う
住
民
説
明
会
で
す
。
。

(広告欄)
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２

婦
人
会
三
社
詣
で
に
参
加
し
て

山
下
町

平
野
和
子

あ
ち
こ
ち
に
体
の
不
調
を
訴
え
る
も
、

出
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
南
九

州
三
社
詣
で
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
関
わ
ら

ず
、
44
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
パ
ワ
ー
で
車
中
で

は
歌
を
口
ず
さ
み
和
気
あ
い
あ
い
の
出

発
と
な
り
ま
し
た
。
霧
深
い
山
あ
い
も

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
鹿
児
島
神
宮

に
着
き
ま
し
た
。
樹
齢
８
０
０
年
と
い

う
大
杉
に
出
迎
え
ら
れ
、
と
て
も
厳
か

な
雰
囲
気
の
中
、
参
拝
し
身
も
心
も
引

き
し
ま
る
思
い
で
し
た
。

坂
本
龍
馬
と
お
龍
さ
ん
が
新
婚
旅
行

で
立
ち
寄
っ
た
塩
浸
温
泉
は
川
沿
い
の

ひ
な
び
た
と
こ
ろ
で
一
息
つ
き
ま
し
た
。

次
の
目
的
地
は
霧
島
神
宮
。
静
か
な

森
の
凜
と
し
た
空
気
の
中
で
、
朱
塗
り

ど
ん
ど
や
の
炎
に
無
病
息
災
を
願
う

前
日
の
準
備
は
、
日
奈
久
中
学
校
の
生

徒
の
み
な
さ
ん
、
先
生
方
の
全
面
的
な
協

力
を
得
て
、
２
基
の
櫓
が
完
成
し
ま
し
た
。

１
月
13
日(

土)

９
時
30
分
、
朝
の
冷

気
の
中
、
里
木
校
区
長
の
「
無

病
息
災
を
願
い
ど
ん
ど
や
を
開

催
し
ま
す
」
と

の
挨
拶
の
後
、

点
火
さ
れ
ま
し

た
。

冷
た
い

風
に
炎
が
上
が

り
、
は
じ
け
る

竹
の
音
が
響
く

と
、
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

炎
が
落
ち
着
く

バ
チ
バ
チ
、
ド
ン
。
大
き
な
音
を
た
て
燃
え
上
が
る

（
上
）
お
い
し
い
ぜ
ん
ざ
い
に
舌
鼓

（
左
）
早
く
焼
け
な
い
か
な
あ

第
13
回
目
の
本
大
会
は
１
月
14
日(

日)

、

県
営
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
球
磨
川
河

川
敷
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
折
り
返
す
10
区
間

31
・
２
km
の
コ
ー
ス
で
展
開
さ
れ
、
参
加

17
校
区
の
中
、
日
奈
久
は
11
位
と
大
健
闘

し
ま
し
た
。
１
位
は
金
剛
２
位
八
千
把
３

位
高
田
で
し
た
。

監
督
の
北
園
武
広
さ
ん
は
「
選
手
の
皆

さ
ん
は
校
区
代
表
と
し
て
最
後
ま
で
全
力

で
走
っ
て
、
昨
年
の
17
位
か
ら
11
位
へ
と

市
校
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
力
走

11
位

昨
年
10
月
北

海
道
帯
広
よ
り

東
町
へ
引
っ
越

し
て
来
ら
れ
た

加
藤
様
ご
夫
妻

で
す
。
北
海
道

足
寄
町
出
身
の

あ
し
ょ
ろ

貞
雄
様
と
山
形
県
出
身
の
初
子
様
、
お

二
人
は
小
学
校
６
年
生
の
時
、
初
子
様

の
転
校
に
よ
り
出
会
わ
れ
た
同
級
生
だ

そ
う
で
す
。

25
名
が
新
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１
月
７
日
、
厚
生
会
館
で
八
代
市
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
日
奈
久
校
区
の
新

成
人
25
名
（
男
性
12
名
、
女
性
13
名
）

が
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

成
人
を
迎
え
た
木
村
優
希
さ
ん(

塩
南

町)

か
ら
、
決
意
を
新
た
に
新
成
人
に
な
っ

た
抱
負
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
が
無
事
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
無
類
の
愛
情
を
注
ぎ
、
こ

こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
、
苦
楽
を

と
も
に
し
一
緒
に
歩
ん
で
き
た
友
達
、

幼
い
頃
か
ら
見
守
り
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
や
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で

す
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
、
．

「
二
十
歳
」
と
い
う
人
生
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

常
に
忘
れ
ず
、
責
任
あ
る
行
動
と
人
を

思
い
や
る
優
し
い
心
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日奈久の駅伝選手 健闘ありがとうございました

暗
闇
に
輝
く
竹
灯
り
に
う
っ
と
り
「よ
か
な
あ
ー
」

第
９
回
「
火
流
の
彩
」
に
５
０
０
人
の
人
出

初
詣
賑
わ
う

12
月
31
日(

日)

大
晦
日
の
夜
８
時
、
観

光
客
を
含
め
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
５

０
０
０
本
の
竹
灯
り
に
点
火
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
点
火
が
終
了
し
照
明
が
消
さ
れ
る

と
、
暗
闇
の
中
に
竹
灯
り
が
く
っ
き
り
。

「
う
わ
ー
き
れ
い
か
！
」
と
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
益
城
町
か
ら
来
た
二
人
の
若

い
女
性
は
「
と
て
も
き
れ
い
で
、
来
て
よ

か
っ
た
で
す
。
」
と
声
を
揃
え
ま
し
た
。

賑
わ
い
は
竹
灯
り
の
ろ
う
そ
く
が
消
え
始

め
る
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。

日奈久校区新成人の晴れ姿 （厚生会館）

ま
で
、
婦
人
会
の
方
々
が
振
る
舞
わ
れ
た

ぜ
ん
ざ
い
で
体
を
温
め
ま
し
た
。

今
年

は
連
日
の
寒
さ
か
ら
、
参
加
者
が
若
干
減

り
気
味
で
し
た
が
、
め
い
め
い
に
体
を
温

め
な
が
ら
用
意
し
た
餅
を
焼
い
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

前
日
の
準
備
か
ら
、
運
営
、
後
始
末
ま

で
世
話
さ
れ
た
方
々
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
、

ま
た
消
防
車
と
共
に
待
機
頂
い
た
消
防
団

の
方
々
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
近
所
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

感
謝
で
す
。

大
き
く
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。
受
験
を
控

え
た
中
学
３
年
生
３
名
が
よ
く
が
ん
ば
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
」
と
選
手
た
ち
を
ね
ぎ

ら
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
選
手
の
皆
さ
ん

１
区(

小
学
女
）
上

原
礼(

塩
北)

２
区(

小
学
男)

山
本
琉
耶

（
塩
北)

３
区
潮
濱
亮
貴(

塩
北)

４
区
中

山
陽(

竹
之
内)

５
区
本
田
り
く
と(

新
田)

６
区
平
野
名
花(

塩
南)

７
区
田
並
昌
也

(

大
坪)

８
区
田
並
尚
也(

大
坪)

９
区
堀
端

良
行(

塩
南)

10
区
志
垣
誠
也(

竹
之
内)

<

補
員>

松
本
美
南
海(

上
西)

森
本
皇
我

（
竹
之
内
）
東
雄
慎
（
塩
北
）(

敬
称
略)

よ
う
こ
そ
！
日
奈
久
へ

北
国
育
ち
の
同
級
生
カ
ッ
プ
ル

平
成
元
年
次
女
さ
ん
の
ご
結
婚
で
初
め
て

日
奈
久
を
訪
れ
、
そ
の
後
も
機
会
あ
る
度
に

お
越
し
に
な
り
、
海
あ
り
山
あ
り
温
泉
あ
り

の
日
奈
久
に
と
て
も
憧
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

健
康
面
に
不
安
が
あ
っ
た
初
子
様
の
た
め

に
貞
雄
様
が
日
奈
久
移
住
を
考
え
て
い
た
折
、

次
女
ご
夫
婦
よ
り
お
誘
い
が
あ
り
実
現
し
た

そ
う
で
す
。

「
温
暖
な
気
候
と
温
泉
の
お
か
げ
で
薬
い

ら
ず
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
穏
や
か
な
笑
顔

で
話
さ
れ
る
お
二
人
に
、
日
奈
久
で
の
楽
し

い
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
、
皆
様
お
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

出
兵
者
の
歴
史
を
遺
し
て

馬
越
町

西
村
謙
剛

終
戦
の
日
も
忘
れ
ら
れ
る
今
日
、
我
が

町
か
ら
先
の
大
東
亜
戦
争
に
身
を
捧
げ
、

国
家
国
民
の
た
め
日
夜
厳
し
い
戦
い
の
中

任
務
を
尽
く
さ
れ
た
先
輩
の
勇
気
と
果
敢

な
る
精
神
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い

と
、
記
念
板
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
町
内
か
ら
の
出
兵
者
22
名
、
年
齢
は

若
い
人
で
15
歳
、
高
齢
は
33
歳
。
１
回
の

入
隊
者
ま
た
は
３
回
の
入
隊
者
も
、
ま
た

１
回
の
入
隊
者
で
外
地
へ
と
当
時
の
こ
と

を
思
う
と
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
り
ま
す
。

当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
出
兵
さ
れ
た

人
た
ち
の
戦
歴
を
町
内
の
歴
史
と
し
て
遺
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
お
が
ま
ち
日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス
」
に

投
稿
し
ま
し
ょ
う

浜
町

本
郷
勇
吉

日
奈
久
校
区
は
八
代
市
内
で
２
番
目
に
高

齢
者
が
多
い
校
区
で
す
の
で
、
高
齢
者
に
特

に
投
稿
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
勿

論
子
供
さ
ん
も
歓
迎
さ
れ
ま
す
。
そ
う
思
っ

て
私
も
投
稿
し
ま
し
た
。

日
奈
久
消
防
分
署
跡
地
、
西
湯
の
跡
地
、

若
竹
保
育
園
の
跡
地
な
ど
、
八
代
市
が
売
っ

た
り
、
校
区
外
の
管
理
業
者
に
貸
し
た
り
し

な
い
う
ち
に
日
奈
久
校
区
の
人
た
ち
が
知
恵

を
出
し
合
い
管
理
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
跡
地
で
は
、
例
え
ば
、

将
棋
、
碁
、
ダ
ー
ツ
、
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な

ど
を
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者

は
体
を
動
か
す
と
健
康
に
よ
い
で
す
。
い
ろ

ん
な
考
え
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
に
呼
び
か

け
る
た
め
に
、｢

お
が
ま
ち
日
奈
久
ニ
ュ
ー

ス｣

に
投
稿
し
ま
し
ょ
う
。

の
社
殿
に
神
々
の
息
吹
を
感
じ
つ
つ
参
詣

し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
宮
崎
に
入
り
、
静
か
な
中
に

も
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
狭
野
神
社

に
参
拝
し
、
と
て
も
よ
い
一
年
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

天
気
は
少
々
よ
く
な
か
っ
た
も
の
の
、

心
は
晴
れ
晴
れ
と
な
り
、
有
意
義
な
三
社

詣
で
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
午
後
か
ら
翌
朝
ま
で
の
短
時
間
な

が
ら
も
愛
着
を
感
じ
ま
し
た
。
帰
っ
て
か

ら
日
奈
久
温
泉
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
私
な
り

に
考
え
て
み
ま
し
た
。

日
奈
久
温
泉
は
理
想
の
所
で
し
た
。
八

代
・
熊
本
か
ら
、
駅
か
ら
も
近
い
。
山
も

海
も
あ
る
。
平
地
と
路
地
裏
も
あ
り
、
拝

む
場
所
も
多
様
。
木
造
建
築
の
宿
は
興
味

深
い
。
山
頭
火
さ
ん
の
ご
縁
も
あ
っ
て
、

そ
の
方
面
の
散
策
も
で
き
る
。
５
、
６
日

ゆ
っ
く
り
と
効
能
豊
か
な
温
泉
で
過
ご
せ

る
。
あ
ち
こ
ち
の
湯
を
愛
で
る
の
も
楽
し

そ
う
。
宿
泊
の
と
き
、
山
の
方
、
海
の
方

ど
ち
ら
に
も
泊
ま
れ
て
、
食
事
は
野
菜
の

多
い
普
通
の
食
事
、
昼
は
喫
茶
店
、
お
弁

当
を
持
っ
て
戸
外
で
食
べ
る
の
も
よ
し
。

駅
の
広
い
空
間
に
図
書
な
ど
揃
っ
て
い
る

と
う
れ
し
い
。
そ
ん
な
宿
泊
セ
ッ
ト
が
あ
っ

た
ら
と
思
い
ま
し
た
。(

大
塚
よ
う
子
さ
ん)

路
地
裏
散
歩
の
会
員
の
便
り
か
ら
（
２
）

(広告欄)


